
貴店名（番線印） www.tandmprojects.com　mail: info@tandmprojects.com
返品条件付注文扱い　返品了解　ツバメ出版流通：川人

▶ご注文はツバメ出版流通まで FAX: 03-3721-1922

注文数

ISBN978-4-909442-01-7 C0072　 定価：本体8,000円（税別）

TEL:03-6715-6121 http://tsubamebook.com
mail:info@tsubamebook.com

ご担当：　　　様

芸術書・写真集　ご担当者 様

志賀理江子

ツバメ出版流通扱い

Blind Date 

364x257mm | 100頁 | 並製本 

全ページ袋とじ｜ 特製函入

デザイン: 森 大志郎

発行: T&M Projects (2017年6月)  

ISBN: 978-4-909442-01-7 C0072 

 内容のお問い合わせについて、

 またイベントのご相談は

 T&M Projects (担当:松本)まで。

 tel: 03-6823-4210

 info@tandmprojects.com

志賀理江子 『Blind Date』

志賀理江子（しが　りえこ）

1980年、愛知県生まれ。
2008年から宮城県に拠点を移す。
写真を通して自身と社会が交差する接点に生じる
「イメージ」の探求を続ける

表紙
2009年にタイのバンコクで、バイクの二人乗りで疾走する恋人たちを撮影した。

志賀はバイクが行き交う街中で、バイクの後部座席に座っている人たち、何百何千人と眼差しを交わした。

その不思議な見つめ合いの感覚に素手で触れぬまま近づくことのできる最適な道具が志賀にとってはカメラだった。

見知らぬ他者と視線を交わし続ける、目と目が触れることは、

志賀の身体に潜む生物としての勘を取り戻すようだった。そして性的などこかに触れるようだった。

「目」はどこまで私たちを支配しているのだろうか。 

いま日本を代表する写真家として名前が挙がる、志賀理江子。

2017年6月から、香川県の丸亀市猪熊弦一郎現代美術館で大規模個展「志賀理江子　ブラインドデート」を開催。

2017年を象徴するような展覧会となり、話題を呼びました。

本書は、約100組のバイクの二人乗りで疾走する恋人たちの眼差しを集めた作品集です。

ページを捲るたびに、自身が吸い込まれていくような感覚。見る・見られるを意識せざるを得ません。

バンコクの空気も内包する力強い装幀となっております。



貴店名（番線印） www.tandmprojects.com　mail: info@tandmprojects.com
返品条件付注文扱い　返品了解　ツバメ出版流通：川人

▶ご注文はツバメ出版流通まで FAX: 03-3721-1922

注文数

ISBN978-4-909442-02-4 C0072　 定価：本体5,000円（税別）

TEL:03-6715-6121 http://tsubamebook.com
mail:info@tsubamebook.com

ご担当：　　　様

芸術書・写真集　ご担当者 様

山谷 佑介  写真集

ツバメ出版流通扱い

Into the Light

定価： 5,000円 + 税

264 x 180mm (B5変型) 
96頁+片側観音7枚(28頁) | 上製本

デザイン: 鈴木聖
発行: T&M Projects (2017年7月)

 ISBN: 978-4-909442-02-4 C0072 

● 内容のお問い合わせについて、
　 またイベントのご相談は
　 T&M Projects (担当:松本)まで。
　 tel: 03-6823-4210
　 info@tandmprojects.com

「それでもなお人間の営みを覗いてみたい」
「Into the Light」は山谷佑介自身が家庭を持ち、
他人の「家」に興味を持ったことをきっかけに
東京郊外の住宅街を深夜に赤外線カメラで撮影したシリーズ

無機質であるにもかかわらず、住人とともに変化を続け、
人間の営みとは切り離すことができない「家」は、
不可視光線に反応する赤外線カメラを使っても、もちろん覗くことはできない。

覗き込むことのできない諦めや苛立ちと、
それでもなお人間の営みを覗いてみたいという欲求は、
「見ること」と「見られること」を強く意識させた。

他者から見られるということに恐れを抱く反面、
日々多くの情報を目にしている私たちは、より多くのものを
見たい・知りたいという要求が増しているという矛盾を抱えている。

山谷佑介 (やまたに・ゆうすけ）
1985年新潟県生まれ。2013年に初写真集『Tsugi no yoru e』を自費で刊行。
その後、京都国際写真祭 (2015年)、東京国際写真祭(2015年)への参加や、
NY・コンデナスト本社ビルでの展示など、国内外で作品を発表している。

山谷佑介 写真集『Into the Light』



貴店名（番線印） www.tandmprojects.com　mail: info@tandmprojects.com
返品条件付注文扱い　返品了解　ツバメ出版流通：川人

▶ご注文はツバメ出版流通まで FAX: 03-3721-1922

注文数

ISBN978-4-909442-02-4 C0072　 定価：本体5,000円（税別）

TEL:03-6715-6121 http://tsubamebook.com
mail:info@tsubamebook.com

ご担当：　　　様

芸術書・写真集　ご担当者 様

山谷 佑介  写真集

ツバメ出版流通扱い

Into the Light

定価： 5,000円 + 税

264 x 180mm (B5変型) 
96頁+片側観音7枚(28頁) | 上製本

デザイン: 鈴木聖
発行: T&M Projects (2017年7月)

 ISBN: 978-4-909442-02-4 C0072 

● 内容のお問い合わせについて、
　 またイベントのご相談は
　 T&M Projects (担当:松本)まで。
　 tel: 03-6823-4210
　 info@tandmprojects.com

「それでもなお人間の営みを覗いてみたい」
「Into the Light」は山谷佑介自身が家庭を持ち、
他人の「家」に興味を持ったことをきっかけに
東京郊外の住宅街を深夜に赤外線カメラで撮影したシリーズ

無機質であるにもかかわらず、住人とともに変化を続け、
人間の営みとは切り離すことができない「家」は、
不可視光線に反応する赤外線カメラを使っても、もちろん覗くことはできない。

覗き込むことのできない諦めや苛立ちと、
それでもなお人間の営みを覗いてみたいという欲求は、
「見ること」と「見られること」を強く意識させた。

他者から見られるということに恐れを抱く反面、
日々多くの情報を目にしている私たちは、より多くのものを
見たい・知りたいという要求が増しているという矛盾を抱えている。

山谷佑介 (やまたに・ゆうすけ）
1985年新潟県生まれ。2013年に初写真集『Tsugi no yoru e』を自費で刊行。
その後、京都国際写真祭 (2015年)、東京国際写真祭(2015年)への参加や、
NY・コンデナスト本社ビルでの展示など、国内外で作品を発表している。

山谷佑介 写真集『Into the Light』



貴店名（番線印） www.tandmprojects.com　mail: info@tandmprojects.com
返品条件付注文扱い　返品了解　ツバメ出版流通：川人

▶ご注文はツバメ出版流通まで FAX: 03-3721-1922

注文数

ISBN978-4-909442-03-1 C0072　 定価：本体5,000円（税別）

TEL:03-6715-6121 http://tsubamebook.com
mail:info@tsubamebook.com

ご担当：　　　様

芸術書・写真集　ご担当者 様

竹之内 祐幸  写真集

ツバメ出版流通扱い

The Fourth Wall / 第四の壁

定価： 5,000円 + 税

257x182mm | 130頁 | 上製本
デザイン: 鈴木千佳子

発行: T&M Projects (2017年11月) 
 ISBN: 978-4-909442-03-1 C0072 

● 内容のお問い合わせについて、
　 またイベントのご相談は
　 T&M Projects (担当:松本)まで。
　 tel: 03-6823-4210
　 info@tandmprojects.com

竹之内祐幸 写真集  『第四の壁』

竹之内祐幸(たけのうち・ひろゆき)

1982年 東京生まれ
2008年 日本大学芸術学部写真学科卒業
2008年 第31回キヤノン写真新世紀佳作受賞
2009年 塩竈フォトフェスティバル特別賞受賞 

第四の壁
現実世界とフィクションである演劇内の世界を隔てる、想像上の壁のこと。
観客はその壁を通して舞台上での世界を観ている。 

無心となって写真を撮り、身の回りのものを
一つ一つ丁寧に見つめていくことにより、
自分の弱さを他者に悟られないよう振る舞う、強がる自分、
他者からの視線に怯える自分、から解放され、
竹之内の内面から溢れた柔かな視線と鋭い観察眼により、
被写体の魅力を十分に引き出し、全てのものが等価で、
そこに存在することの美しさを炙り出しています。 

いつのまにか写真を撮っているときだけ
自分のことについて考えなくて済んでいることに気づいた
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